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１．アンケートの概要

１．目的
鈴原小学校区の「地域ビジョン」を作成するにあたり、地域の皆さまから幅広いご意見をお聞かせ
頂くために、アンケート調査を実施しました。

２．調査対象
鈴原小学校区（行基町の一部、鈴原町、御願塚の一部、梅ノ木の一部、南鈴原、南野北の一部、
美鈴町の一部）にお住いの全住民。

３．調査方法
①調査期間 令和４年６月１７日（金）～７月１１日（月）
②アンケート配布 シルバー人材センターによるポスティングと鈴原小学校児童の持ち帰り配布
③同配布数 ３,２４６件

４．回収方法
①インターネット（Ｗｅｂ）による回答
②回収箱を設置（ゆうかりセンター、さつきセンター、南菱センター、わかばこども園、こらくる）
③鈴原小学校児童を通じた回収、鈴原小学校ポストへの投函

５．アンケート回答数
７８４件（２４％）
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２．アンケートにご協力頂いた方 【問21】

○ 女性の回答が６割以上でした。

○ 幅広い年齢層、ご住所の方から
アンケート回収ができました。

○ ２世代（親子）家庭が半数を占め、
次いで夫婦のみの家庭が多くを占めていました。

○ 戸建て（持ち家）にお住まいの方が多く、
鈴原小学校区の特徴と言えます。
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３．アンケート結果 【問1～問4】

○ 問２ その他 ８２件
・結婚を機に ・・・・・・ １３件
・会社・仕事の関係で ・・ １１件
・たまたま ・・・・・・・ ６件

○ 問４ 移転理由 １８件
・相続の関係で ・・・・・・ ２件
・他に住みたい地域があるため ２件

３



４-1．アンケート結果 【問5】 全体

○ その他 ３５件
・商業施設や移動販売：１０件、 空き家対策：２件 、ごみステーションの整備：２件

４-2．アンケート結果 【問5】 年齢別（各年代の上位３位までを抽出）

○ 見守りや声かけ、美化活動、防犯活動が上位でした。
○ 見守りや声かけはほぼ全世代で上位でした。
○ 子育て世代（20歳～49歳）では、子どもの健全育成が上位でした。
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５．アンケート結果 【問6】 “魅力”や“誇り”

閑静

落ち着いている

治安が良く安全・安心なまち

地域の人が親切・温かい

住民のつながりが強い

きれいな町

交通の便がいい

回答数 ５１３件 100

80

33

31

31
31

30

６．アンケート結果 【問7】近隣との交流 【問8】地域行事・活動への参加

穏やか、のんびり

環境がいい

子育てしやすい
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静かで安全・安心な
地域だね
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７．アンケート結果 【問9】地域行事・活動の認知度と参加状況

８．アンケート結果 【問10】地域行事・活動に参加してよかったこと

① 鈴原まつり 認知度（89.3%) 参加したことがある（72.8%) ①

② 年末防犯パトロール 認知度（74.4%) 参加したことがある（41.5%) ③

③ 夏季防犯パトロール 認知度（73.9%) 参加したことがある（32.8%) ④

④ もちつき大会 認知度（72.1%) 参加したことがある（43.6%) ②

⑤ サロン・ド・ゆうかり 認知度（67.0%) 参加したことがある（13.2%) ⑨

⑥ 防災訓練 認知度（63.0%) 参加したことがある（31.2%) ⑥

⑦ 健康展 認知度（59.2%) 参加したことがある（32.7%) ⑤

⑧ 健康☆ゴミ拾いウォーク 認知度（54.8%) 参加したことがある（12.3%) ⑩

⑨ 昔のおもちゃ作りと遊び 認知度（54.8%) 参加したことがある（11.5%) ⑪

⑩ 映画会と茶話会 認知度（54.3%) 参加したことがある（ 5.1%) ⑬

⑪ 社会科ハイキング 認知度（50.1%) 参加したことがある（14.8%) ⑦

⑫ 楽しいつどい 認知度（47.5%) 参加したことがある（13.5%) ⑧

⑬ 福祉講座 認知度（42.1%) 参加したことがある（ 7.6%) ⑫

認知度と参加状況の順位

○ その他 １１件 ・子どもが楽しんでいた：５件 ・子どもの親と親しくなった：１件
・健康や防災についての知識を得た：１件 ・あいさつをするようになった：１件
・高齢者と子どもが一緒に活動した：１件 ・昔の知人と会えた：１件
・楽しかった：１件 ６



９．アンケート結果 【問11】地域行事・活動に参加しない理由

○ その他 ９３件
・年齢的・健康面 ：３７件
・時間がない ：２０件
・引越してきたばかり： ５件
・コロナ ： ３件
・家庭の事情 ： ３件

１０．アンケート結果 【問12】どのような行事・活動なら参加しますか

子どもが楽しめるもの

（鈴原）まつり

子どもと一緒に楽しめるもの

スポーツ大会や運動会

幼児や園児が楽しめるもの

健康体操など健康に関するもの

バス旅行

ゴミ拾いなど美化活動

もちつき大会

地域の歴史に関する活動

こどもが楽しめたり
こどもと一緒に楽しめたら

嬉しいね
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１２．アンケート結果 【問14】公共施設の認知度と利用状況

１１．アンケート結果 【問13】地域で活動する団体の認知度と参加状況

① 自治会 認知度（93.5%) 活動したことがある（63.3%) ①

② 少年補導委員 認知度（93.3%) 活動したことがある（ 5.0%) ⑧

③ ＰＴＡ 認知度（88.8%) 活動したことがある（45.0%) ②

④ 民生委員・児童委員 認知度（85.1%) 活動したことがある（ 8.1%) ⑦

⑤ 老人会 認知度（77.6%) 活動したことがある（13.6%) ⑥

⑥ 子ども会 認知度（76.2%) 活動したことがある（16.9%) ④

⑦ 鈴小自治協議会 認知度（75.5%) 活動したことがある（22.2%) ③

⑧ ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ21すずはら 認知度（58.1%) 活動したことがある（15.8%) ⑤

８

認知度と活動状況の順位

① ゆうかりセンター 認知度（88.8%) 利用したことがある（60.6%) ①

② 児童館こらくる 認知度（85.6%) 利用したことがある（55.7%) ②

③ 南菱センター 認知度（75.4%) 利用したことがある（31.2%) ③

④ さつきセンター 認知度（74.1%) 利用したことがある（26.3%) ④

認知度と利用状況の順位



１３．アンケート結果 【問15】自治会加入について 【問16】未加入の理由

○ 未加入の理由（その他） ・高齢の方が時代に合わせた柔軟な対応をしなささそう
・若い意見を吸い上げてくれなさそうでイメージが悪い

９

１４．アンケート結果 【問17～問19】

新聞の折り込み、Instagram、
近所どうしの声掛け



１５-1．アンケート結果 【問20】 まちの課題や、課題解決のアイデア

①交流 １８件
②高齢化 １６件
③担い手 １５件
④新施設 １３件
⑤自治会 １３件
⑥空家 １２件
⑦買い物 １０件
⑧ごみ １０件
⑨回覧 ９件
⑩カラス ９件
⑪犬フン ８件
⑫防災 ８件
⑬道路 ８件
⑭交通 ８件

【 回答者数 ２２３名 回答数 ２７０件 】
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①交流 １８件（抜粋）

・親子で参加できるような活動・行事が大切だと思う。

・若い方と今までお住まいの方とが話をする場があまりないです。
もっと楽しく協力できることがあれば良いです。

・未就学児だと交流の機会がありません。
平日は保育園で校区外の園に通園しているため、近所の同学年の子たちと会う機会がないです。

・私のような平日昼間の勤労者をどのようにコミュニティに引き込むかが課題だと思う。

・近所の人をはじめ自治会内での「顔」をお互い知ることが何より大事だと思います。
そのためには、まずは行事に「参加」しようと思うきっかけ作りのためのおもしろみのある行事
を募集してみるとかしてはいかがでしょうか？
参加しても一過性のもので終わるのではなく次に繋げていく仕組み作りを考えてみたいです。

・地域の異年齢の子ども同士の交流がもっとあれば、今後未来に繋がると思う。



１５-2．アンケート結果 【問20】 まちの課題や、課題解決のアイデア

②高齢化 １６件（抜粋）

・高齢者特に独り住まいの見守り、声かけ、悩み相談、孤独をいやす話し相手ボランティア

・１０年以内には現在の高齢夫婦の半分以上は単身老人世帯となります。
今から状況を把握し見守ってもらえる若い世帯の方の理解を得る必要があると思います

・お年寄りが多い区域ですが、昔ながらの住宅に住まわれてる方も多くおられます。
バリアフリーをこの鈴原地区は特化してみる。（補助や手伝い）

③担い手 １５件（抜粋）
・地区の役員の方々は、頑張っておられると思いますが、少し閉鎖的で一部の人だけで活動している。

・できる人ができることをのスタンスだと参加しやすい人も増えるのではないかと思う。

・時代に併せて柔軟に変化できる力がないと次世代の担い手は見つからないと思います。
やりたいこと、イベントがあるならやりたい人が集まって役割分担をする。
忙しい世代に指示するような形をとるから人が離れていくと感じます。
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④新施設 １３件（抜粋）

⑤自治会 １３件（抜粋）

・コミュニティセンターが鈴小周辺に移ると遠くなるので対策が必要です。

・高齢者が利用しやすい、エレベーターのある集会施設を望みたい

・ＷｉＦｉ完備の学習施設。

・高齢化の問題やいつやってくるかわからない災害などは自治会の力が試されるところです。

・共働きが一般的になりつつある時代に負担を強制されると反発したくなる。
ボランティア形式にして空いているなら参加してねというスタンスだったら喜んで参加する。



⑦買い物 １０件（抜粋）

⑧ごみ １０件（抜粋）

⑨回覧 ９件（抜粋）

１５-3．アンケート結果 【問20】 まちの課題や、課題解決のアイデア

・近くに食料品が買えるスーパーを作ってほしい。昔あったローヤルスーパーみたいな。

・コンビニがもっと増えたら良いなと思います。

・ネットだけでも重く運ぶ事が年々負担になってきています。
自宅前に出しての個別回収に変更する事は難しいでしょうか。

・ゴミステーションの整備（カラス対策）

・情報提供は、チラシ＋ネットの２本立てだと、くまなく提供できるのでは？

・回覧板のデジタル化
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⑩カラス ９件（抜粋）

・カラス対策、すべて特製のケージにした方が良いと思う

・カラスが多く、ゴミ荒らし・糞害に困っています。市役所を巻き込んで、
地域全体での改善に取り組んでもらいたいです。

⑥空き家 １２件（抜粋）
・空き家の利用（子供、高齢者の「たまり場」）

・空き家が増えてきて、外観や防犯の面でも心配。


